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Ⅱ（1） 畜産物のコンテナ輸送状況

輸送関係の情報 被害への対応 在庫積み増し対応 空輸切り替え コンテナ早期回転の工夫 代替手段の活用

（１）アメリカ西海岸向け
輸送において、入船遅延、
及び現地CY/コンテナヤー
ドでの滞留に伴い、加工日
から販売の日数が、3月に
おいては2～4週間ぐらい
通常よりも延びた。
（２）船便の到着遅れによ
り、販売数量が落ち込むこ
とで期間収益が減少した。
（３）洋上/CYで滞留した
商品が一挙に現地在庫化さ
れる事態も発生し、現地輸
入者側販売困難、キャッ
シュフローの低下が発生。

（１）現地食肉加工工場に
おいて、品質チェックのた
めに検品を強化している。
（2）品質的に使用できな
いものについては、破棄等
対応を実施している。

（１）チルド品について
は、生ものであるため在庫
積み増しは出来ない状況に
ある。
（２）冷凍品については、
和牛の需要に供給が追いつ
いていない状況にあり、在
庫積み増しは難しい状況に
ある。

（１）破棄せざるおえな
かった牛肉においては、欠
品を避けるために、空輸に
て一時しのぎをおこなっ
た。

（１）コンテナ早期回復の
手立ては今のところない。

（１）空輸の利用のみ
（２）コンテナ不足の問題
により、コンテナ遅延がお
こっているため、この件に
ついて補助金を出す等の対
応を政府がおこなっていた
だけると有難い。
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Ⅱ（2） 米穀類のコンテナ輸送状況

輸送関係の情報 被害への対応 在庫積み増し対応 空輸切り替え コンテナ早期回転の工夫 代替手段の活用

（１）現地の新春フェアに
商品が間に合わないことが
あり、出荷を取りやめたこ
とがある。

（1）米は賞味期限が1年
ぐらいと見ているため、配
送が遅延した場合でも、
即、品質問題につながるこ
とはない。

（１）積み増しをしようと
しても、コンテナが遅延と
なっているため、積み増し
は進んでいない。
（２）積み増しには、現地
の取引先との調整が必要と
なるため、簡単に積み増し
とはならない。

（１）米の品質特性とし
て、重量が重いことがあげ
られる。
（２）空輸にすればコスト
がかかりすぎるため、基本
的には実施しない。

（１）コンテナ早期回復の
手立ては今のところない。

（１）緊急でシンガポ－ル
とEUに空輸したこともあ
るが、350～400円／kg船
便よりもコストアップし
た。
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Ⅱ（3） 青果物のコンテナ輸送状況

輸送関係の情報 被害への対応 在庫積み増し対応 空輸切り替え コンテナ早期回転の工夫 代替手段の活用

（１）船便中心での輸送
（２）船の遅延が昨年秋か
ら蔓延している。
（３）東南アジア向けは１
～２週間遅れている状況に
ある。
（４）あまりにも遅れすぎ
ると抜港がよくあるため、
船スケジュ－ルが日々変わ
ることになる。

（１）青果物は、日数がた
てば腐っていくものである
という特性があるため、品
質に関するクレ－ムを産地
には言えず、輸出側の負担
となる。
（２）船の遅延により、売
り場での品質が悪くなり、
購買量・リピ－トにも影響
している可能性があり、販
売先との関係悪化の可能性
が懸念される。
（３）出発が遅れた場合、
予定より現地に遅く到着す
るため、収穫から販売まで
の期間が延び、品質劣化し
たもの販売となることがあ
る。

（１）青果物は、腐ってい
く特性があるため積み増し
は難しい。

（１）他社においては、空
輸便で対応しているところ
もあるが、差損は輸出者負
担。
（２）空輸便は高騰してい
る状況にあり、また、予約
できないこともある。

（１）輸送スケジュ－ルを
より強化して組んでいるも
のの、上手くいっていない
時もある。

（１）輸送業者のどこに依
頼しても同じ状況にあり、
良い選択はない状況となっ
ている。
（２）輸送船は、休みなし
で動いているが、乙仲・通
関・検疫官等の担当者の
方々におかれては土日祝日
は基本お休みの状況と理解
しているが、現状と検討の
余地がないのかについてご
意見をお聞きしたい。
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Ⅲ まとめ

１．商品の輸送は、船便中心でおこなっている現状にある。

２．船便の遅れにより、商品の品質劣化への対応が課題とな
っている。

３．生ものについて、在庫が積み増しできない状況にある。

４．欠品を避けるために空輸を行う場面もあるが、その差益は
輸出者負担となり、また、空輸費用も高騰している。予約が
できないこともある。

５．まだ、この状況が継続している。


